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索 引

＜事項＞

【ア行】

アジア通貨危機 →通貨危機
ASEAN 経済共同体（ASEAN Economic

Community: AEC）１７７�１８３�１８７
ASEAN憲章（ASEAN Charter）１７２―１７４
ASEAN自由貿易地域（ASEAN Free Trade

Area: AFTA）１７６―１７７�１８３�１８５―１８６
新しい社会運動（論）１４７�１４９
域内貿易比率 １８５�１８７
違憲審査権 ７１�７７―７８�８１―９０�１０２
違憲審査制 ８３―９１
司法裁判所型―― ８４―８５�８８―９１
憲法裁判所型―― ８４―８５�９０―９１
付随的―― ８４�８６�８８―９１
具体的―― ８４
抽象的―― ８４―９１�９４
一院制 ４６―４７�５１�６３�６９�１２６―１２９�１３２―１３３
一党優位
――政党制 ９５�９７�１０２�１４１
――体制 ４７�４９�６４�１０４�１０８―１１０�１１５―
１１６�１２０�１４２

インセンティブ ４―５�１７�４３�６０�６２�１１４―
１１５�１３６�１４２�１８３

ウェストミンスター型首相 ６３―６４�６６―６７
エドサ革命 ２１�１５１―１５４
FTA →自由貿易協定
オーバーライド →再可決

【カ行】

外国直接投資（外資）１７６�１８１―１８３�１８７
開発独裁 ７―１０
学生運動 １５６―１５８�１６７
学生革命（１０月１４日政変）２４―２５�４１�５３�
１１３�１４８

過大連合 ３２
監視団 １７０―１７１�１７４�１７９―１８０�１８４�１８７

関税同盟 １７５�１８１―１８３
議院内閣制 ７�１２�２０�２２�４６―５６�６３�６７―
７１�７５�９１―９７�１０２�１０９�１１３―１１５�１２３�
１２５�１２７―１２８�１３３�１４０

議会信任型内閣 ５２―５３
議会政府型首相 ６３�６６
機関訴訟 ８８
議長国 １７２―１７４�１８０�１８４
規範 ６�４０�１４８�１６９�１７２�１８５
競争的権威主義 →権威主義
共通市場 １７５�１７７�１８３
拒否権 ４９�５１�５７―５９�６８�９３�１３２
部分―― ５８―５９
包括―― ５８―５９
拒否権プレーヤー １２―１３�６８―７５�１２２―１２４
制度的―― ６９―７１�１２２―１２３
党派的―― ６９―７１�１２２―１２４
亀裂
社会的―― １０３―１０７�１１０�１１２―１１３�
１１５―１１９�１２１―１２２�１２４
民族的―― ３４
近代化論 ２９
クーデター ２�１１―１２�２０―２６�３２�３５�３８―
４２�４８�５２―５３�６６―６７�７１�８２�８７�９５�
１００�１０８―１０９�１１１�１２１�１３０�１３４�１６４�
１６８�１７８―１７９

グループ代表選挙区（Group Representation
Constituency: GRC）３４�４７�６４�１３１

軍事政権 ２４―２５�３３�３５�３９�４１�５２�１３０�
１７２

経済統合 １５�１７０�１７５�１７７―１７８�１８１―１８２�
１８５―１８７

ゲリマンダリング ３４
権威主義 ９―１２�１４�１７―１８�２２―３８�４２―４３�
６４�６９�７８―８５�８９�９３�９６�１０１―１１２�
１１５―１１８�１２０�１２２�１２４―１３０�１３６―１４３�
１４６�１５４―１５６�１５９�１６２
競争的―― ２６�１２９�１５９
政党主導型―― １４�１８�３１―３５
原告適格 ８４�８６�８８�９０�９４
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憲法改正 １２�４８�５２�６７�７０�８３�８７�１０４�
１１０�１１６

憲法裁判委員会 ８２�８６
憲法裁判所 ５０�７１�７８�８２―８８�９０―９１�９４―
９５�９７―９８�１００―１０１�１２１

権力分立 ４７�９０�９７―９８�１０１
合意型民主主義 ４２�１２５―１２６�１３５�１３８�１４０
拘束名簿 １３０―１３１�１３３�１３５
非―― １３０―１３１�１３３�１３５
５月流血事件 ２５―２６�４１�５３�６５―６６�１６４
国王［タイ］２�１１�２４―２６�３８―４１�４６―４７�
５２�６７�６９�８０�８６�８８―８９�９１�９５�９７―
９８�１００�１２７�１６５

国王［マレーシア］１２７―１２８�１３３
国民議会［インドネシア］（ Dewan

Perwakilan Rakyat: DPR）４７�５０―５１�
５７―５８�７０�８３�９３―９４�９８�１３０�１３３―
１３５�１４１

国 民 協 議 会 （ Majelis Permusyawaratan
Rakyat: MPR）４７�５０―５１�７０�８３�８７�
１２７―１２８�１３０�１３３

個人支配（体制）９�１１�１８�３１―３３�３５―３８�１０９
個人票 １３５�１３９
国家のジレンマ ２９―３３�３６�３８

【サ行】

再可決（オーバーライド）５８�７１
最高裁判所 ４９―５０�７０�７２�７８�８０―９１�９３�
９５―１００

最小勝利連合 ３２
産業（の）競争力 １８５―１８７
産業（の）補完性 １５�１７０�１８１�１８７
三権分立 ４５�４７�５７�７９�８７�９１�９３�９５
資源動員論 １４７�１５４
執政長官 １２�４５�４９―５１�５３�５５―５６�６８―６９�
７５

指導される民主主義（Demokrasi Terpimpin）
２２�８３�１１７

司法委員会 ８０�８２―８３�８９―９１
司法積極主義 ８９�９３
司法の（組織的）独立（性）１３�７７―８４�８６�
８８�９０―９７�１０２

市民社会組織 １５１�１５５�１６７

社会的亀裂 →亀裂
１０月１４日政変 →学生革命
集合行為 ３０―３１�３３�３５�４１
――問題 ３０―３１
自由貿易協定（Free Trade Agreement: FTA）
１７５―１７７�１８１―１８７

小選挙区制 ７�３４�４６―４７�６３―６４�６６―６７�
１０９�１１１�１１４―１１５�１２７―１３５�１４０―１４１

小選挙区比例代表並立制 ６６�７０
新体制［インドネシア］（Orde Baru）８３
垂直的関係 １２�５３―５６�６８
枢密院 ９１�９５
――司法委員会 ８０�８９�９８
政治（的）機会 １４８�１５４�１６２
政治的機会構造論 １４７�１５４
政治の司法化 ７７―７８
政治マシン １１６
政党規律 ６０�６２―６４�７０�１０４�１０９―１１０�
１１４�１１６―１１８�１２２―１２４

政党システム １３�２０�４６�６３�６８�７５�１０３―
１０４�１０７�１１１―１１６�１１９―１２４�１２６�１４０―
１４１�１４３�１４９
――の制度化 １０４�１２０―１２４
正統性 ８―９�２４�４０�５０�９９―１００�１２８�１５３―
１５４�１６２―１６３�１７９

政党組織 １３�３２�６３―６４�７５�１０４�１１１�１１３�
１１６―１１７�１２０�１２６�１３６�１４０―１４１�１４３

１９４５年憲法［インドネシア］２２�４７―４８�
８３�８７�１２７―１２８

１９４６年憲法［タイ］５３�８２
１９７４年憲法［タイ］５３�８６
１９９７年憲法［タイ］４２�６６―６８�７１�８２―８３�
８６�１０４�１１０―１１１�１１４�１１６�１２１�１２３�
１３０�１３４�１６４�１６６

選挙（管理）委員会 ４９�１００�１３０�１３７�
１５３�１６２

全体主義 １１�１７�８４
総辞職 ５２�５５�６５

【タ行】

大統領制 ７�１２�２０�４６―５１�５３―６３�６９―７１�
７５�８７�９１―９３�９７�１１０�１１３―１１４�１２３�
１２５�１２７―１２９�１３５�１３９―１４０�１５０�１６７

206



半―― ４６�４８―４９
大統領令 ５７�５９�８８
多数決型民主主義 ４２�１０９�１１１�１１５�１２５―
１２６�１３０�１３２�１３５�１３８�１４０―１４１�１４３

弾劾 ５０―５１
――裁判 ５０�８１�９６�９９
――裁判所 ５０
単記非移譲式 ４６―４７�６４�７０�１３１�１３３―１３５
単独政権 ５６�７３�９４�９７
地域機構 １６９�１８４
地方代表議会（Dewan Perwakilan Daerah:

DPD）４７�７０�１３０�１３３
中間層 ２９�６７�１１５�１６０―１６５�１６７
中選挙区（制）４６�６６―６７
――・連記制 １１１�１１４�１２８�１３０―１３１�
１３４―１３５�１４０―１４１

通貨危機 ７�２３�３７�７１―７４�９６�１１９�１２３�
１３０�１５５�１５７�１６７�１８３

党派的権力 ５６�６０―６３
独占的法案提出権限 ５９
取引的関係 １２�５３�５６�６２�６８

【ナ行】

内政不干渉 １７１―１７２
――原則 １７２�１８０
二院制 ４６�６９―７１�１１０�１２７―１２９�１３３
二大政党制 ２０�４６�６３�１１３―１１４�１４１

【ハ行】

パトロン・クライアント関係 １１６―１１７�１２１
反逆者のジレンマ ２９―３０�３２―３４�３６
バンドワゴン効果 ３３�３６�３８
ヒエラルキー １１�１８�３８―４０
非難声明 １７０―１７１�１７４�１８４―１８５
非比例性指標 １３８―１４０
比例代表制 ７�１４�２２�４７�７０�１０９�１１５�
１１８�１２７―１３５�１３９―１４１�１４３

フォーカルポイント ３８―４１
フレーミング（過程論） １４８�１５８�１６２�
１６５―１６６

ブロック投票制 ４６�７０�１３１
分割政府 ５５�９２�１３６

紛争解決 １７１�１８０�１８４�１８６
平和維持軍 １７０―１７１�１８０�１８２�１８４
ヘゲモニー政党 １０４�１１２
法曹協議会 ８１�９０
法の支配 １２�４１�７８�９０�９８―１０１
法律代行政令［インドネシア］５１�５７
ポークバレル １２１�１５２�１５４

【ヤ行】

優位政党 １１�６３�１０９―１１０�１１５�１１８―１２４�
１２９�１３１�１４１

有効政党数 １４�１１２―１１５

【ラ行】

リーダーシップ ２�４２�４５�５３―５８�６０�６２―
６８�７５�１０４�１１１�１２０―１２１�１２３

立憲革命 １１�３８―３９�４１�４８�５２�１０８�１２６
立法権限 ４８―４９�５１�５３�５６―６２
リフォルマシ［インドネシア］１５７
リフォルマシ［マレーシア］１６１
レジームセキュリティ １５�１７８―１８０�１８７
レパートリー １４８�１６３�１６８
連立政権 ５５―５６�６３―６４�６６�６９�７１―７２�７５�
９３

＜人名・組織名＞

【ア行】

アーナン（Anand Panyarachun）２５―２６�６５
アキノ�ベニグノ〔ジュニア〕（Benigno

Aquino, Jr.）２１�３６―３７�１５３�１６７
アキノ�コラソン （Corazon Aquino）２１�
６１�１１０�１５３―１５４

アキノ�ベニグノ〔３世〕（Benigno Aquino
III）６１�１１０

ASEAN →東南アジア諸国連合
アブドラ（Abdullah Ahmad Badawi）２７�
６５�１６２

UMNO →統一マレー人国民組織
アロヨ�グロリア・マカパガル（Gloria

Macapagal Arroyo）２１�６１�９９―１００�１１０
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アンワル（Anwar Ibrahim）７３�９６�１１９�
１２２�１５９�１６０―１６２�１６７

インドネシア共産党（Partai Komunis
Indonesia: PKI）２２―２３�１０５―１０６�１０８�
１１１

インドネシア国民党（ Partai Nasional
Indonesia: PNI）２２�１０５―１０６

インドネシア民主党（Partai Demokrasi
Indonesia: PDI）１０９�１４１�１５７

インラック（Yingluck Shinawatra） ２６�
４１�６５�１１１

ウィラント（Wiranto）３７―３８
エストラーダ�ジョセフ（Joseph Estrada）
２１�５０�６１�９９�１００�１１０�１２１

エンリレ�フアン・ポンセ（Juan Ponce
Enrile）２１�３７―３８�１５３

【カ行】

開発統一党（Partai Persatuan Pembangunan:
PPP）１０９�１４１

クリアンサク（Kriangsak Chomanan）２５�
５２―５３

国民戦線（Barisan Nasional: BN）２７�３３―
３４�６４―６５�６９�７２―７３�９６�１０６�１２９�
１３１�１４２�１５９�１６１

国民党［フィリピン］（Nacionalista）２０�
１０７�１１３

ゴルカル（Golongan Karya: Golkar）２３�
３８�４７�６１�１０６�１０９�１１７�１３０

【サ行】

サマック（Samak Sundaravej）６５�６７�８７
サリット（Sarit Thanarat）２４�３９�５２�１０９
社会主義戦線（Barisan Socialis）２８�１０６�
１０８

自由党（Liberal Party）２０�６１�１０６―１０７�
１１０�１１３

自由フィリピンの仲間（Kabalikat ng
Malayang Pilipino: KAMPI）６１�１１０

新社会運動（Kilusang Bagong Lipunan:
KBL）２１�１０６�１０９

人民行動党（People’s Action Party: PAP）

２７―２８�４９�６４―６５�６９�９５�１０６―１０９�
１１５�１１８―１１９�１２４�１２９�１３２�１４０�１４２

人民の力党（Phak Palang Prachachon）
６５�６７�８７�１００

スカルノ（Soekarno）２２―２３�３７�８３�１０６�
１０９�１１７

スチンダー（Suchinda Kraprayoon） ２５―
２６�５３�６５�１２９

スハルト（Soeharto）２―３�８�２３�２８�３１�
３４―３８�４２�４７�６９�７２―７４�８３�９１�１０６�
１１１�１１５�１１７�１２９―１３０�１３６�１４１�１５６―
１５８�１６７�１８０

ソムチャイ（Somchai Wongsawat）６５�８７

【タ行】

ターニン（Tanin Kraivixien）２５
タイ愛国党（Thai Rak Thai: TRT）６５―６６�
７１�８７�９４�１００�１０６�１１１�１１５―１１７�
１２１�１２３�１４１

タイ貢献党（Pheu Thai）２６�４１�６５�６７�
１１１

タクシン（Thaksin Shinawatra） １４�２６�
４１―４２�６５―６８�８７�９４―９５�１００―１０１�１１１�
１１５―１１６�１２１�１２３�１３０�１３４�１３６�１６４―
１６６

タノーム（Thanom Kittikachon）２４�５２�
１０６�１０９

チャチャイ（Chatichai Choonhavan）２５�
６５

チャムローン（Chamlong Srimuang）２６
チャワリット（Chavalit Yongchaiyudh）
６５�７２

チュワン（Chuan Leekpai）２６�６５
統一マレー人国民組織（United Malays

National Organization: UMNO） ２７�
３３―３４�６４�６９�９６�１０６―１０７�１０９�１１８―
１１９�１２２�１２４�１２９�１３１�１４２�１６１

東南アジア諸国連合（ Association of
Southeast Asian Nations: ASEAN）２�
１４―１５�３７�１６９―１８７
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【ナ行】

ナジブ（Najib Razak）２７�６５
ナフダトゥル・ウラマー（Nahdlatul Ulama:

NU）１０５―１０６�１５５―１５７�１５９

【ハ行】

反独裁民主主義統一戦線（United Front for
Democracy Against Dictatorship: UDD）
１６５

汎マレーシア・イスラム党（Parti Islam Se-
Malaysia: PAS）１１９

ピブーン（Luang Phibun Songkhram）２４�
５３

フィリピン民衆の戦い（Pwersa ng Masang
Pilipino）１１０

プーミポン（Bhumibol Adulyadej）２
プラボウォ（Prabowo Subianto）３７
ブルシ（BERSIH）１５９
プレーム（Prem Tinsulanonda）２５�５３

【マ行】

マニュエル・ロハス（Manuel Roxas）１０７
マハティール（Mahathir bin Mohamad）２―
３�８�１３�２７�３３―３４�６５�７３�７９�９６�
１１９�１６２�１８０

マルコス�フェルディナンド（Ferdinand
Marcos）２�２０―２１�２８�３１�３４―３８�４６―
４８�６９�７９�８１�８５�９０�１０６�１０９�１２９�
１３６�１４１�１５１―１５５�１８０

マレーシア（マラヤ）・インド人会議
（Malaysian（Malayan）Indian Congress:

MIC）６４�６９�１０６―１０７
マレーシア（マラヤ）華人協会（Malaysian
（Malayan）Chinese Association: MCA）
６４�６９�１０６―１０７

民主行動党（Democratic Action Party: DAP）
１１９

民主主義者党（Partai Demokrat: PD）６１�
１３５

民主主義人民連合（People’s Alliance for
Democracy: PAD）１６５

民主党［タイ］（Phak Prachathipat）２６�
６５�１００�１０６�１０８

民主フィリピンの力（Laban ng Demokratikong
Pilipino: LDP）１１０

【ヤ行】

ユドヨノ�スシロ・バンバン（ Susilo
Bambang Yudhoyono） ５７�６１�１３５―
１３６

【ラ行】

ラーマン（Tengku Abdul Rahman）２７�６５
ラカス NUCD（Lakas-NUCD）１１０
ラザレイ（Tengku Razaleigh Hamzah）３４
ラモス�フィデル（Fidel Ramos）２１�３７―
３８�６１�７４�８６�１１０�１５３―１５４

リー・クアンユー（Lee Kuan Yew）２�８�
２８�６４―６５�１０７�１８０

連邦党（Partido Federal�のちにProgresista
Party）１０７

連盟党（Alliance Party） ２７�６４―６５�６９�
１０６―１０７
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29
ミャンマー政治の実像
軍政２３年の功罪と新政権のゆくえ

工藤年博編 ２０１２年３４８p．４５１５円

テインセイン政権のもとで大胆な改革を進め
るミャンマー。改革はなぜ始まり，どこまで
進むのか。軍政統治２３年の実像を解き明かし，
そのうえでミャンマー政治のゆくえを占う。

28
変わりゆく東南アジアの地方自治

船津鶴代・永井史男編 ２０１２年２７５p．３５７０円

東南アジアの地方は分権化とともに大き
く変わった。公共サービスの展開を軸に，
政治過程も変えつつある東南アジア４カ
国の地方自治の現在と展望を析出する。

27
南アジアの障害当事者と障害者政策
障害と開発の視点から

森 壮也編 ２０１１年１９７p．２７３０円

南アジアのインド，ネパール，バングラデ
シュ，パキスタンの障害当事者の運動を念頭
に，各国の障害者政策や開発の問題を地域研
究と障害研究をクロスさせて論じた最初の本。

26
韓国の輸出戦略と技術ネットワーク
家電・情報産業にみる対日赤字問題

水野順子編 ２０１１年２２０p．２９４０円

韓国政府が長年主張してきた韓国の対日貿
易赤字問題を分析し，赤字の原因は韓国企
業の戦略的技術選択の結果であることを明
らかにし，代表的な産業の分析で実証する。

25
台湾，香港と東アジア地域主義

竹内孝之著 ２０１１年１５７p．１９９５円

なぜ台湾と香港は東アジア地域主義の動きか
ら取り残されてきたのか？ 両者の国際的地
位，FTAへの姿勢，中国や他の主要国との関
係を分析し，その背景と展望を見通す。

24
現代中国分析シリーズ５

中国「調和社会」構築の現段階

佐々木智弘編 ２０１１年１７０p．２２０５円

「調和社会」の構築に邁進してきた胡錦
濤政権は成果を上げてきたのだろうか。
問題を悪化させていないだろうか。「調
和社会」の構築過程を検証してみよう。

23
世界に広がるイスラーム金融
中東からアジア，ヨーロッパへ

濱田美紀・福田安志編 ２０１０年３００p．３８８５円

金利のつかない金融とは？ イスラーム
金融はイスラーム国の金融？ 国により
地域により様々に異なるイスラーム金融
の多様な現状を世界１６カ国から眺める。

22
メコン地域 国境経済をみる

石田正美編 ２０１０年４５６p．５９８５円

ODAの重点対象地域となったメコン地
域で，東西経済回廊や南北経済回廊など
の主要な国境地域のヒトとモノの動き，
国境経済特別区形成の現状をレポート！

21
新興諸国の資本財需要
ロシアとベトナムの工作機械市場

水野順子編 ２０１０年１９５p．２６２５円

新興諸国のロシアとベトナムにおいて，高ま
る資本財需要を日本がシェアできるかどうか
について，資本財のなかでも日本が国際競争
力をもつ工作機械に焦点を当てて分析する。

20
現代中国分析シリーズ４
中国の持続可能な成長
資源・環境制約の克服は可能か？
堀井伸浩編 ２０１０年２８７p．３７８０円

中国の資源・環境問題は実際どの程度深刻で
どのような対策が採られているのか。正確な
データに基づき，中国が抱える問題，対策と
効果，将来展望について真の姿を描き出す。

19
韓国の FTA
１０年の歩みと第三国への影響

奥田 聡著 ２０１０年２４７p．３２５５円

米国，EUなど主要先進国との FTAをまと
め，近年とみに積極的な展開を見せる韓国
の FTA政策。その足取りと成果を点検する
とともに，日本など第三国への影響を占う。

アジア経済研究所

既 刊 案 内
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